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 ニコニコＢＯＸ 12 件 38,000 円  

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

田中会長／副会長、幹事が体調不良で欠席です。私は

「無事、これ名馬なり」のことわざ通りに頑張りま

す。 

藤田君／上野様、ようこそ高岡 RC にお越しください

ました。本日の卓話楽しみにしています。感謝 

室崎君／上野先生、大変お久しぶりです。15 年前当ク

ラブ 60 周年記念事業で瑞龍寺の七堂伽藍完全復元

を目指し、復元 DVD を作成する等、大変お世話に

なったことが思い出されます。今後も一層のご活躍

をご祈念申し上げます。 

中野君／上野先生、ようこそ高岡 RC へ。短い時間で

すが楽しみに伺います。 

前川君／昨年末の簡易例会で名札を付けたまま帰って

しまいました。約 1 か月預かりましたが、年越しで

の名札持ち帰りはうれしくありません。 

菅野君／将棋の西山朋佳女流三冠がプロ棋士編入試験

に 5 番勝負 2 勝 3 敗で惜しくも不合格でした。今後

の再挑戦に期待します！ 

四津谷君／先日、映画「将軍」で前田利家役の役者様が

瑞龍寺に訪ねて来られました。 前田家の文化、経済、

技術に感心していかれました。 

今、映画界で賞を総なめしている「将軍」をごらんな

っておられる方どれだけ居られるでしょうか? ディ

ズニー+で月 990 円払えばご覧いただけます。 私は

今将軍を鑑賞しているところです。黒沢映画に勝る

とも劣らない映像に感動です。正直、今放送業界はコ

ンプライアンスで混迷を極めています。某局では AC

の決めつけ刑事 CM を乱発、コンプライアンス違反

をした企業がコンプライアンスを訴える、ほとんど

ギャグです。昨年の流行語「ふて程」や「将軍」や「べ

らぼう」を見ておりますと、とても心が躍ります。な

ぜなら、それぞれの製作者が、コンプライアンスを恐

れずストレートに表現されているからです。元来こ

ういった作品はフィクションです。史実に忠実では

ありません。 しかし当時の人々の息遣いや血と汗と

涙が雰囲気として醸し出されています。今、日本はと

てつもない黒船と対峙しなければなりません。ロー

タリアンとして人としてどうやって、あの怪物達と

対峙するか、コンプライアンスを超え、是々非々で渡

り合うためには先人が作り上げた日本の素晴らしさ

を世界に説明する知識と知恵と度胸、語学力が必須

です。今日の上野先生の話にヒントがあるように思

います。Don't miss it! 

山岡君／新年会等、懇親会が多く週 8 回位飲みに出て

ましたら妻に叱られて、罪滅ぼしに洋服を買ってあ

げました。 

中川君／誕生日祝いありがとうございます。今後共よ

ろしくお願いします。 

大川君／誕生日祝い頂きありがとうございます。 

林（成）君／誕生日祝い有難うございました。本日卓話

の上野さん楽しみにしています。 

福田君／本日、早退させていただきます。 
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＜プログラム＞ 卓話 

『加賀藩の世界的な偉業 

「愛本刎橋」－不可能を可能にした 

”英知の結晶”－』  

上野幸夫様 



愛本刎橋（はねばし）という歴史的な木造橋とその復

元に向けた取り組みについてお話します。江戸時代に

黒部川に架けられた木造橋で、当時の技術の粋を集め

た、まさに奇跡の橋です。最大の特徴はスパンの長さで

す。当時の木造橋は 30 メートルが限界と言われていま

したが、愛本橋はその倍となる 60 メートルを橋脚なし

で架けたのです。この構造は、江戸時代の職人たちが和

算や精密な木工技術を駆使して実現したもので、当時

の知恵と創意工夫の結晶だと言えます。 

この橋が架けられた黒部川の地形は非常に険しく、

川幅が広い上に水量も多い場所でした。そんな場所に

木造橋を架けるのは並大抵のことではありません。職

人たちは測量、土木、建築の技術を総動員し、不可能を

可能にしました。江戸時代に発展していた和算を用い

た計算や、精密な木材加工技術が活躍しました。残され

ている設計図や写真、資料を見ても、非常に精密な技術

が使われていたことが分かります。 

この橋を現代に復元するには、いくつか大きな課題

があります。60 メートルの長さを支えるためには、巨

大で強靭な木材を確保しなければなりません。その木

材を精密に加工し、橋全体を安定させる構造を作り上

げることが必要です。この規模の復元プロジェクトを

実現するには多額の費用がかかります。国家プロジェ

クトとして進めるために、国や地域の協力、そして皆さ

んの関心と支援が欠かせません。 

また、この橋の建設に使われた木製クレーンも非常

に興味深いものです。江戸時代にこれほどの高度な技

術が存在していたことを証明するものです。このクレ

ーンの構造は古代ローマのクレーンと非常に似通って

いることが分かりました。こうした技術が存在してい

たことは、加賀藩の職人技術の高さを改めて実感させ

てくれます。このクレーンがなければ、愛本刎橋の建設

は不可能だったでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この橋は 30 年に一度ほどのサイクルで何度も架け

替えられています。作業マニュアルが存在し、建設技術

が次世代に継承されてきたのだと思います。黒部市の

うなづき遊学館で、こうした経緯や構造、復元された 2

分の 1 スケールのクレーンなどが展示されています。

また、VR を使って当時を体感できる企画も行われてい

ますので、ぜひ足を運んでいただきたいと思います。 

愛本刎橋が国指定史跡として登録され、復元される

ことを私は夢見ています。国家プロジェクトとしてこ

の橋を再び現代に甦らせ、日本が誇る文化遺産として

世界に発信したいと願っています。 

 

 

 


